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市
長
　
事
業
化
計
画
を
見
直
す

際
に
も
、
市
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
策
定
し
て
い
く
。

議
員
　
本
市
の
未
整
備
路
線
上

に
は
住
宅
密
集
地
が
あ
り
、
計

画
路
線
の
廃
止
を
含
め
た
見
直

し
の
検
討
が
急
が
れ
る
。
基
本

的
な
考
え
方
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
長
　
市
内
の
都
市

計
画
道
路
は
全
て
必
要
性
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
は
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
の

検
討
を
考
え
て
い
な
い
。

議
員　
三
鷹
３
・
４
・
９
号
（
三

鷹
駅
南
口
境
南
線
）は
、周
辺
に

新
道
北
通
り
等
が
整
備
済
み
で

あ
り
廃
止
を
含
め
見
直
す
べ
き

だ
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
当

該
路
線
の
位
置
付
け
を
聞
く
。

第
二
副
市
長　
良
好
な
住
環
境

の
形
成
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
必
要
だ
。

次
事
業
化
計
画
）
」
策
定
の
中

で
検
証
を
行
い
、
市
内
の
全
て

の
都
市
計
画
道
路
が
必
要
で
あ

る
と
の
結
論
と
な
っ
た
。

議
員
　
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
へ
の
公
表
や
意
見
の

反
映
を
早
い
段
階
か
ら
行
う
べ

き
だ
。
今
後
の
対
応
を
聞
く
。

定
の
負
担
は
お
願
い
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
よ
う
な
、
高
す
ぎ
る
国
保
税

は
、
現
状
よ
り
引
き
下
げ
が
必

要
だ
。
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
の
国
保
税
の
水
準

は
、
全
国
的
な
平
均
よ
り
低

い
。
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
増
や

し
て
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
こ

と
は
困
難
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国

保
の
都
道
府
県
単
位
化
で
は
、

更
に
国
保
税
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
の
他
県
の
試
算
も
公
表
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
都
の
試
算
結
果

は
い
つ
公
表
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
来
年
１
月
に
納
付
金
等

の
確
定
値
が
提
示
さ
れ
る
。
国

議
員
　
本
市
で
は
こ
こ
数
年
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
の

た
び
に
国
保
税
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
市
民
か
ら
負
担
が

重
い
、
支
払
い
が
困
難
だ
と
の

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
市

の
国
保
加
入
者
の
年
齢
や
世
帯

所
得
等
の
構
成
を
聞
く
。

市
長
　
国
保
加
入
者
の
平
均
年

齢
は
そ
の
他
の
保
険
よ
り
高

く
、
ま
た
、
所
得
300
万
円
以
下

世
帯
が
85
％
を
占
め
、
低
所
得

者
が
多
い
特
徴
が
あ
る
。

議
員
　
国
保
税
の
負
担
が
重
過

ぎ
る
と
の
市
民
の
声
を
ど
う
受

け
止
め
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長
　
国
保
の
財
政
運
営
は
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
。
財
政

基
盤
の
拡
充
等
を
国
に
要
望
し

て
い
る
が
、
被
保
険
者
に
も
一

駅
等
へ
の
期
日
前
投
票
所
の
増

設
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

議
員　
投
票
率
向
上
の
観
点
か

ら
地
域
内
の
公
共
施
設
や
鉄
道

建
設
は
考
え
て
い
な
い
。
事
業

を
継
続
で
き
る
場
所
を
確
保
し

た
上
で
、
工
事
を
進
め
た
い
。

議
員
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
運

営
・
体
制
の
検
討
の
た
め
、利
用

者
の
ニ
ー
ズ
把
握
が
重
要
だ
。

子
ど
も
政
策
部
長
　
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
に
、
ニ

ー
ズ
や
要
望
の
把
握
を
進
め
て

き
た
。
今
後
も
様
々
な
意
見
を

伺
い
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け

て
検
討
・
準
備
を
進
め
た
い
。

市
長
　
各
事
業
を
定
ま
っ
た
場

所
で
実
施
で
き
る
よ
う
調
整
を

行
っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
協
力
も

依
頼
し
た
。
学
校
施
設
の
活
用

等
も
協
議
を
進
め
た
い
。

議
員
　
工
事
中
閉
館
す
る
な
ら

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
な
い
で
欲
し

い
と
い
う
声
も
あ
る
。
代
替
施

設
を
建
設
し
、
工
事
後
は
他
施

設
に
転
用
し
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
政
策
部
長
　
代
替
施
設

市
長
　
公
職
選
挙
法
上
問
題
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
老
人
保
健
施
設
は
な
か

い
ど
う
で
は
原
則
入
所
３
カ
月

で
在
宅
復
帰
を
検
討
し
、
半
年

で
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
見
直
す
は
ず

が
、
２
年
を
超
え
入
院
し
て
い

る
人
が
い
る
。
入
退
所
の
判
定

会
議
で
は
、
な
ぜ
超
長
期
入
所

が
可
能
と
判
定
し
た
の
か
。

第
一
副
市
長
　
老
人
保
健
法
上

３
カ
月
な
ど
入
所
期
間
の
規
定

は
な
い
。
要
綱
に
よ
り
原
則
３

カ
月
後
に
入
退
所
検
討
委
員
会

で
入
所
者
の
状
況
等
を
検
討
し

更
新
や
退
所
を
決
定
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
長　
期
日
前
投

票
所
は
、
急
な
選
挙
で
も
優
先

的
に
投
票
所
と
し
て
使
用
で
き

る
施
設
で
あ
る
こ
と
が
必
要

だ
。
市
役
所
と
三
鷹
駅
前
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
２
カ
所

で
今
後
も
運
営
し
た
い
。

議
員
　
都
議
会
議
員
選
挙
の

際
、
「
三
鷹
市
に
住
所
が
な
く

て
も
立
候
補
は
で
き
ま
す
が
、

三
鷹
市
に
住
所
が
あ
る
人
を
選

び
ま
し
ょ
う
」
と
の
市
長
の
応

援
演
説
が
あ
っ
た
。
候
補
者
の

政
策
で
は
な
く
、
住
所
が
市
内

で
あ
る
こ
と
を
全
面
に
訴
え
る

の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

て
い
る
。
過
去
５
年
間
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
よ
る
休
職
・
自

己
都
合
退
職
の
実
態
を
伺
う
。

教
育
部
長
　
平
成
25
年
度
か
ら

現
時
点
ま
で
の
間
で
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
で
休
職
し
た
こ
と
が
あ

る
教
員
は
20
人
、
こ
の
う
ち
退

職
者
は
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
近
年
、
家
庭
の
事
情
等

に
よ
り
中
学
校
で
学
べ
な
か
っ

た
人
が
、
夜
間
中
学
校
で
勉
強

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

夜
間
中
学
校
で
学
び
た
い
市
民

が
い
た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
長
　
こ
れ
ま
で
学
務
課
の

窓
口
等
に
お
い
て
情
報
提
供
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
関
係
機

関
等
と
も
連
携
す
る
中
で
、
丁

寧
な
相
談
な
ど
に
努
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
市
内

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
危

機
管
理
に
つ
い
て

議
員
　
現
在
、
教
員
の
長
時
間

労
働
の
改
善
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
小
・
中
一
貫
教
育
校
で

あ
る
本
市
で
働
く
教
員
の
勤
務

実
態
に
特
化
し
た
調
査
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

教
育
長
　
本
年
度
、
都
教
育
委

員
会
が
実
施
し
て
い
る
教
員
の

勤
務
実
態
調
査
の
対
象
に
は
本

市
も
含
ま
れ
て
お
り
、
結
果
が

明
ら
か
に
な
り
次
第
、
デ
ー
タ

の
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
中
学
教
員
の
６
割
近
く

が「
過
労
死
ラ
イ
ン
」に
あ
る
と

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
本
市
の

教
員
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
　
本
市
教
員
の
勤
務

実
態
に
つ
い
て
詳
細
な
資
料
は

な
い
が
、
全
国
的
な
傾
向
と
似

た
よ
う
な
状
況
と
認
識
す
る
。

議
員　
多
忙
化
が
解
消
さ
れ
な

い
中
、
休
職
す
る
教
員
が
増
え

す
る
よ
う
な
常
識
外
れ
な
金
額

で
は
困
る
。
激
変
緩
和
措
置
等

を
国
や
都
に
要
望
し
予
防
線
を

張
り
つ
つ
、
突
然
大
き
な
金
額

を
提
示
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し

た
次
年
度
予
算
編
成
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
制
度
改

正
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

ど
う
取
り
組
む
か
伺
う
。

市
長　

早
め
に
情
報
を
つ
か

み
、
本
市
と
し
て
適
正
な
保
険

料
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
ま
た
、
国
保
の
健

全
運
営
に
向
け
、
市
民
に
も
健

康
管
理
に
努
め
て
も
ら
う
。
そ

し
て
、
国
や
都
に
適
切
な
移
行

に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
す
る

よ
う
、
対
話
に
臨
み
た
い
。

議
員
　
平
成
30
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
事
業
が
都
道
府
県
単

位
化
さ
れ
る
。
制
度
改
正
に
よ

り
急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い

よ
う
、
注
意
を
払
う
べ
き
だ
。

都
が
市
町
村
ご
と
に
算
定
す
る

国
保
事
業
費
納
付
金
に
つ
い

て
、
情
報
が
全
く
見
え
な
い
状

況
だ
。
い
つ
示
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
都
が
平
成
30
年
度
の
予

算
ベ
ー
ス
で
納
付
金
等
の
算
定

を
行
い
、
結
果
を
11
月
に
公
表

し
、
最
終
的
に
確
定
し
た
算
定

結
果
は
来
年
１
月
に
公
表
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
11
月
に
示
さ
れ
る
納
付

金
が
、
現
在
の
保
険
税
や
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
と
か
い
離

ち
の
自
立
を
支
援
す
る
場
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

家
か
ら
出
ら
れ
な
か
っ
た
子
ど

も
も
来
て
お
り
、
大
切
な
居
場

所
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

議
員　
来
年
６
月
か
ら
９
カ
月

間
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
あ

る
。
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
考
慮

し
、
工
事
期
間
中
も
同
等
の
事

業
を
保
障
す
べ
き
だ
。

議
員
　
本
年
４
月
か
ら
名
称
を

変
え
た
、東
西
の
多
世
代
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、今
も「
じ
ど
う
か

ん
」と
し
て
保
護
者
に
対
し
子

育
て
支
援
を
行
い
、子
ど
も
に

と
っ
て
は
学
校
、家
庭
以
外
の

心
地
よ
い
居
場
所
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ

の
重
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
児
童
館
は
、
子
ど
も
た

市
長　
今
後
、
受
援
計
画
策
定

も
含
め
、
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員
　
東
京
外
郭
環
状
道
路
整

備
に
お
い
て
、
地
下
水
及
び
地

盤
変
動
調
査
の
数
値
に
つ
い
て

グ
ラ
フ
化
す
る
な
ど
市
民
に
分

か
り
や
す
く
公
表
す
べ
き
だ
。

広
域
ま
ち
づ
く
り
等
担
当
部
長

７
月
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
公

表
さ
れ
た
グ
ラ
フ
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
国

に
要
請
、要
望
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
事
業
者
は
工
事
に
係
る

被
害
補
償
を
１
年
以
内
と
し
て

い
る
。
完
成
数
年
後
に
被
害
が

顕
著
化
す
る
事
例
を
勘
案
し
期

間
の
延
長
を
求
め
る
べ
き
だ
。

市
長
　
供
用
開
始
後
１
年
に
限

定
せ
ず
に
、
適
切
に
対
応
す
べ

き
と
考
え
る
。
万
が
一
、
被
害

が
生
じ
た
場
合
、
最
大
限
の
補

償
を
求
め
続
け
て
い
く
。

議
員
　
市
の
施
策
や
事
業
の
実

施
の
際
に
は
、
誰
も
が
参
加
で

き
、
自
由
な
発
言
の
機
会
が
保

障
さ
れ
る
市
民
説
明
会
を
開
催

す
べ
き
だ
。
現
状
を
伺
う
。

市
長
　
基
本
計
画
の
策
定
・
改

定
や
小
・
中
一
貫
教
育
の
導
入

等
の
際
に
広
く
市
民
の
意
見
を

聞
く
機
会
を
作
っ
て
き
た
。

議
員
　
庁
舎
等
の
建
替
え
に
当

た
り
、
多
様
な
立
場
の
市
民
が

参
加
し
未
来
志
向
で
意
見
交
換

す
る「
み
ら
い
会
議
」等
新
し
い

手
法
を
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
庁
舎
等
の
建
替
え
は
50

年
先
を
見
通
し
た
議
論
が
必
要

だ
。
多
様
な
意
見
を
聞
く
機
会

を
企
画
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
災
害
時
に
他
自
治
体
職

員
等
の
応
援
を
受
け
る
受
援
体

制
の
構
築
が
重
要
だ
。
受
援
計

画
策
定
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

る
こ
と
を
、
都
に
要
望
し
た
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
学
校
を
含

む
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
に

つ
い
て

保
税
が
低
廉
化
さ
れ
な
い
場
合

は
激
変
緩
和
等
、
積
極
的
な
財

政
支
援
を
す
る
こ
と
、
密
接
な

意
思
疎
通
の
上
で
制
度
を
始
め

日
本
共
産
党
　
大
城
　
美
幸
　
議
員

国
や
都
に
働
き
か
け

�

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

い
の
ち
が
大
事
　
伊
沢
　
け
い
子
　
議
員

児
童
の
心
地
よ
い
居
場
所
と
し
て

�

児
童
館
機
能
の
更
な
る
拡
充
を

　
希
望
と
維
新
の
会
　
増
田
　
　
仁
　
議
員

市
政
の
諸
課
題
に
対
し

�

よ
り
透
明
性
の
高
い
対
応
を

無
所
属
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

国
保
都
道
府
県
単
位
化
に
よ
り

�

想
定
さ
れ
る
激
変
に
備
え
よ

い
の
ち
が
大
事
　
嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

小・中
一
貫
教
育
に
特
化
し
た

�

教
員
の
勤
務
実
態
を
調
査
せ
よ

い
の
ち
が
大
事
　
野
村
　
羊
子
　
議
員

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

�

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を

新道北通り

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

本
会
議
及
び
委
員
会
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
会
議
当
日
に

市
役
所
３
階
議
会
事
務
局
で
手
続
き
を
す
れ
ば
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
児
童
及
び
乳
幼
児
は
許
可
が
必

要
で
す
）。
市
議
会
の
活
動
を
知
る
よ
い
方
法
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。


